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1963年国土地理院撮影
航空写真をオルソ化
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断層および破砕帯
の位置は標高-15m
なので、地表トレー
スとは異なる



①地点

(1)上載層が他の破砕帯に比べて新しい。 (2)H層は上載層か？







②地点

D-1



浦底断層

敦賀原発原子炉設置変更許可申請書（２号炉増設） 補正資料H55年8月



明瞭な浦底断層
なぜ見過ごされたか？？？

敦賀原発原子炉設置変更許可申請書（２号炉増設） 補正資料H55年8月



H-6a （= D-1）

H-3a

敦賀原発原子炉設置変更許可申請書（２号炉増設） 補正資料H55年8月



H-6a （= D-1）

敦賀原発原子炉設置変更許可申請書（２号炉増設） 補正資料H55年8月



？

上載層に変位？
（ただし正断層的）

敦賀原発原子炉設置変更許可申請書（２号炉増設） 補正資料H55年8月



③地点 ボーリング

（写真は西側山地内のボーリング）



④地点





破砕帯に顕著な白色の断層粘土は薄い （いかにも古そう）



④地点
D-1 トレンチ

③以東のトレース
の位置は推定
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down

D-1 トレンチ



updown

up down

1963年の航空写真を用いて旧地形を写真測量した



注目される西傾斜・
西上がりの逆断層

地形判読から推定
したものと同傾向



明瞭な断層



N

横ずれ断層



D-1 ?
D-14 or 
H-3a ?

西方山地内にも変動地形学的な推定活断層

アナグリフ画像



調査結果

D-14,H-3aは破砕帯が厚く、断層粘土は著しく軟弱である。

D-1は、2号機付近の破砕帯のうち、相対的に新しい。

D-1沿いに「断層運動により変位した可能性のある地形」がある。

西ピットでこれと対応する可能性のある西側隆起の断層（D-1’)
が露出した。走向はほぼ南北、西傾斜で、D-1の可能性が高い。
横ずれを伴うことから、浦底断層との関連が深いと考えられる。

北ピットの破砕帯は、２号機直下の破砕帯と異なり、顕著な白色
粘土を伴わない。固結度も高く、D-1の典型的特徴を示さない。

西ピットの断層（D-1’）は、K-Tz火山灰よりやや古い（１０数万年
前程度の）地層を切るため、活断層と見なせる。上部でずれが
せん滅している可能性もあり、詳細な活動時期は不明。上述の
変位地形と対応するならより新しい可能性もある。

D-5, D-6, f-25については調査未了。



判断

D-14, H-3aについては、保安院の意見聴取会の見解のとおり、
①浦底断層の直近に位置し関連が否定できないこと、②軟弱な
断層粘土が存在することから、活断層の可能性を否定できない。

浦底断層近傍に、ほぼD-1方向へ延びる活断層D-1‘が存在す
ることは確実。D-1との厳密な連続性は不明だが、総合的判断と
して、D1は活断層である可能性が高い。

D-1の活動範囲を特定して、上記の判断を補強することは一般
論として重要である。

建設済みの敷地内において、これ以上明確な証拠を確認するこ
とは容易でない。至近に活発な活断層が存在するため、安全側
の判断が重要である。


